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序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要 な役割を果 たす もの と期待 されて いる。

今後、データベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会 の形成が期待 され

る。 さらに海外 に対 して提供可能 なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お よび

自由な情報流通の確保の観点からも必要で ある。 しかしなが ら、現在わが国で流通 して いる

データベースの中で わが国独 自のものは3割 にすぎないのが現状であ り、わが国データベー

スサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業の健全な発展を図 るためには、わが国独 自のデー

タベースの構築お よびデータベース関連技術の研究開発を強力 に促進 し、データベースの拡

充 を図 る必要 がある。

このような要請 に応 えるため、(財)デ ータベース振興センターでは 日本 自転車振興会 から

機械工業振興資金の交付 を受 けて、データベースの構築お よび技術開発 について民間企業、

団体等に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際的 に重

要で、また地域お よび産業の発展の促進 に寄与す ると考えられているデータベースの構築 と

データベース作成 の効率化、流通の促進、利用 の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウェ

ア技術 ・ノ・一 ドウェア技術であ る。

本事業の推進に当 って、当財団に学識経験者の方 々で構成 され るデータベース構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「書誌データベース用 ダイナ ミック・シソー ラスの可能性調査 と実験」は平成2年 度

のデータベースの構築促進および技術開発促進事業 として、当財団が株式会社紀伊國屋書店

に対 して委託実施 した課題の一つであ る。 この成果 が、デー タベースに興味 をお持 ちの方 々

や諸分野 の皆様方 のお役 に立てば幸 いである。

なお、平成2年 度データベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題は次表

の とお りで ある。
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平成2年 度 データベース構築促進 ・技術開発依託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学的コメントを含む病理データベースのフィー

ジビリティ調査

2災 害情報データベース支援環境の構築

3AV/MARCの ための分類索引データベース構築

4気 候情報データベースの構築

5健 康の自己管理と病気予防データベースの構築

6シ ルパーエイジの実態及び生活に必要な情報のデー

タベース構築のための調査研究

7交 通事故調査データのデータベース化 に関する調査

研究

㈱エス ・ピー ・オー

㈱防災都市計画研究所

㈱ダインメディアサービス

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱ コンピュータコンビニエ ンス

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

(財)日 本 自動車研究所

地 域活 性化

中小企業振興

8ア ジア太平洋交流データベースの課題性の研究

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域データと分析 ・提

案手法を統合化 した企画支援 システムデータベース

の構築

10ネ ットワーク化された地域情報データベースの有効

なマネジメ ントにつ いての調査研究

ll徳 島市中小商業振興データベースの構築

12九 州地域の人材情報データベース構築

㈱西 日本新聞社

パラシュー ト情報開発研究会

札幌凸版印刷㈱

セン トラル開発㈱情報図書館

RUKIT

㈱ニ ューメデ ィア徳島

(財)九 州産業技術センター

海 外

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ

ベース構築

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備

15政 府開発援助(ODA)に 関するデータベースの構

築調査

16専 門用語データベースシステムの機能に関する調査

研究

17専 門家データベース構築事業

コムライ ンインターナショナル

㈱

日本電子計算㈱

(財)日 本国際協力 システム

アイ ・エヌ ・エス㈱

働)海 外貿易開発協会

技 術

18VAN用 データベース管理 システムの開発

19レ コー ドマネジメン ト用辞書管理 システムの開発研

究

20建 築CAD用 拡張可能データベースのプロ トタイプ

作成

21先 進複合材料データベース ・プロ トタイプの作成

22マ イクロコンピュータのプログラマブル周辺デバイ

スのデータベース化

23書 誌データベース用ダイナ ミック ・シソーラスの可

能性調査と実験

シャープ㈱

㈱オフィス総研

三菱電機㈱

(財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

(社)日 本 システムハウス協会

㈱紀伊國屋書店
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1研 究 の 目的

1初 期構想

データベース検索を もっと楽 に、効率良 く、かつ効果 的に行えないか。デー タベースを

もっと楽 に、効率良 く、かつ効果的に作れ ないか。書誌データベースが自ら的確 に索引語句

を特定 ・付与 し、検索者が思 うがままに綴 る質問文をシステムの検索質問式へ と変換で きる

方法 はないか。データベース記事 の自然言語(表 題、要 旨、抄録、原文な ど)か ら自動的に

該当索引用語を発生で きる方法 はないか。即 ち、自然言語 による直接検索 とデータベース記

事索引語句の 自動付与、および両者の自己学習的で相補 ・双方向 ・相乗的な更新 ・拡充 を可

能 とす るシステムをダイナ ミック ・シソーラス と命名 し、 またその システムの作動機序 をダ

イナ ミック ・シソーラス ・エ ンジン(ま たはシソー ラス ・エ ンジン)と 命名 し、そのシステ

ム技術の可能性 を調査 ・実験す るこ とが当委託研究の 目的で ある。(図1.1を 参照)

2具 体的取 り組み

2.1現 行書誌データベース検索の問題 と打開技術の前提条件

現行のデータベース検索の大半 は索引用語句(綴 り)の 照合 と論理演算(+,*,一)に よって行

われ、精度 向上のために分類 ・統制用語(項 目、 ファセ ッ ト、コー ド、 シソーラスなど)と 近

接演算((W),(N),(S),(L)な ど)が データベース構築 と検索の両方で活用 されて いるが、両方

とも長期学習 と熟練 および多大 の経費を要 し、データベース構築側では持続 と均質保持が困

難 であ り、検索側ではデータベースごと検索 システムごとの特異性のため総合的熟練 は とて

も不可能で ある。(図1.2を 参照。)

言葉 による意味の表現 は表現対象を指摘す る体言(名 詞)と その動態 とそれへの関係 ・関

与度合 いを限定す る用言(動 詞、形容詞)や その修飾 ・添加語(副 詞、感動詞、助動詞)と の

組合せ、お よび両者 の組合せの枠組み ・区分 ・形態 ・方向 ・序列 などを限定す る接続詞 ・助

詞 の介入で成立 して いる。(図1.3を 参照)
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2具 体的取 り組 み

これに対 して現行の検索式(語 句の照合 と論理 ・近接演算)で は語句の照合で主部 と述部や

体言 と用言の区別がつかず、論理 ・近接演算で は主部 と述部や体言 と用言の判別 ・組合せが

粗雑であるために精密 な意味表現が困難で、定義不足や定義過剰に陥 りやす く、質問文の検

索式への適正変換のためにはデータベースごとの記事編集特性 に精通 した名人芸が必要であ

る。またデータベース構築側では現行検索式で検索 され る際の収載記事の意味の分裂 と意味

の深 さの擦れ違 いを防止す るために用意 した分類 コー ドや統制索引用語集(シ ソーラス)に

基づいて索引用語を付与 し、検索者 にもデータベース構築手順を知 って もらい同じ分類 コー

ドや統制索引用語集を検索式組立て に活用 して もらうことで安定検索を期待 ・支援 して いる

が、その労力 と費用 は甚大であ り、商用デーベースの成功 を困難 な もの として いる。(図1.2

を参照。)

よって これらの困難 を打開するためには、データベース構築技術 としては記事の索引用語

句 を精密(最 適合 ・最網羅的)に かつ 自動的に識別 ・発生で きるアルゴ リズム(ダ イナ ミック ・

シソー ラス)の 開発、検索 システム技術 として は自然言語 による質問文を検索 システム特有

の検索式へ と精密(最 適合 ・最網羅的)に かつ自動的 に変換で きるアルゴ リズム(ダ イナ ミッ

ク ・シソーラス)の 開発、そして両方 とも(索 引用要語句 も検索式 も)相 補 ・双方向 ・相乗 的

に自動更新 ・自動拡充す る自己組織的学習制御機能(ダ イナ ミック ・シソーラス ・エ ンジン)

の開発が必要 となる。即 ち、現行 の書誌デー タベース記事 の文章項 目を材料 とした記事の全

体的 ・自動的な構造化 と論理化(AI言 語処理)が 必要 となる。

従 って当 ダイナ ミック ・シソーラス構想 の実現 に必要 な技術に対する要求機能 として は、

少 な くとも以下の三条件が不可欠で ある。

1)日 本語自然言語解析(形 態素分析 と構文解析)機能

2)日 本語文の意味処理(意 味 を認知、判別、 および優先順位判定す る)機 能

3)日 本語述部の汎用 ・自動的解析(述 部の結合序列、役割、お よび動態を汎用 ・自動的 に

判別、分類、お よび体系化す る)機 能

2.2適 性技術の捜索 と取組み

書誌 デ ー タベ ース に対す る理 想的 な検 索機能 は、検 索質 問 内容 お よびデ ー タベー スの内容

を自動 解析 し、直接検 索 を行 うシス テム機能 で あ る。当 委託課 題 にお いて、 当 シス テム機 能

を 「ダイ ナ ミック ・シ ソー ラ ス」 と位 置付 け、 研究 を行 う。 ダイ ナ ミック ・シソー ラス は、

質問 文 お よび書誌 デ ータベ ース内 の抄録 を、文意 解析処 理 を基 に、 それ ぞれ の内容 か ら有 意

味 なキ ー ワー ド抽 出 を行 い、 キー ワ ー ド照合 の基 に検 索 す るシス テム機能 で あ る。 そ こで 、
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2.2適 性技術の捜索 と取組み

文意解析処理 システム機能 について、図書館情報大学の石川徹也氏が研究 ・提案 されている

システム機能1)を基に開発 を行 い、 ダイナ ミック ・シソーラス機能の有効性 を評価す るため

に、質問文 を収集、国内出版物の抄録を対象 に評価実験を行 う。

当研究の主な目標は、、従来 のキーワー ド指示検索方式 に対 し、質問文 により直接検索を

実行で きることか ら検索 システム機能 として大きな改善を提案で きるので はないか という可

能性 について、 また、当 システム機能は、データベース構築 に多大 な負荷 となる人手 による

事前 キーワー ド付与を不要 とす ることがで きて、データベース構築 に多大の貢献 をす るので

はないか とい う可能性 につ いて確認 と見通 しをつけることで ある。

以下、II章 で書誌データベース検 索システム機能について、データベース構築 に於 ける索

引 データ作成 の課題お よび検索 システムの課題 を整理 し述べ、III章 で石川氏が提案されて

い る 「文意解析処理」技術に基づ くキーワー ド抽出機能 について解析 を行 い、IV章 で当委

託研究 に於 いて実現 したダイナ ミック ・シソーラス構築および実験 ・評価結果を示 し、V章

で当委託研究 の結論を示す。 尚、II章 及びIII章 については石川氏 の転載許諾 の元に文献1

よ り引用 した。
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2具 体的取 り組み

自然語入力

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン デ ー タ ベ ー ス ・ホ ス ト

/シ ソ
一 ラ ス ・エ ン ジ ン

ナ ミ ッ ク ・ シ ソ ・ご1ラ ス ＼ ⊥

三 ∋

ダ イ …

ダ イナ ミiツ

ーシつ

図L1:ダ イ ナ ミ ッ ク ・ シ ソ ー ラ ス

現 行 書 誌 デ ー タベ ー ス検 索 シ ステ ム に よ る

記 事 の 意 味 の 捕 捉 一一一一ー一→ … 捕 え切れず

(非 統 制

用 語)

分 類

フアセット・

体 系

(シソーラス)・

統 制 用 語

論理演算 近接演算 定義不全
OR(→ 一)(W),(N),

AND(*)(S),(L),

NOT(一)(F)

一
ロール

ー

(注)こ れ らが作動す る構造 のデー タベー ス記事 の構築に は多大の手間と費用を

必要 とし、 かつ品質 維持 と均質化 に難航 してい る。

これ らが作 動す るデ ー タベース検索 シ ステム を使 いこな し得るためには、

デー タベー スごとの深 い学習 と熟練 を必要 と し、 かっ検索式の設定に難航(

的外れ 、定義不足 、定義過剰 など)し て いる。

図1.2:現 行 書誌 デ ー タベ ー ス検 索 シス テ ム
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2.2適 性技術の捜索 と取組み

文

園

閨

体言句・節一

憲
体
修
違

ー主
部

冨
体
修
邑

ー述
部

用言句・節一

連形形

体容容

詞詞動

連形形

体容容

語詞動

詞

体
{

圏翻

圏閨屑屑

用一

脈→)

閨翻 鰯
(重文)

i句 読 点(、)(。)i

注1: [==]大 枠は 「自立語」

[==コ 細枠は 「付属語」

一
注2:当 研 究 で は用 言の体系的意 味解析

に基 づい て体言 の意味 ・意図の範囲

の 自動 的 限定 を試 み、既 に体系化が

進ん でい る体言 の意味解析 と連結 し

て文全 体 の意味 ・意図を自動解析で

き る方 法お よび体 言の意味 ・意図を

自動特 定 でき る方 法を探ることにな

る。

図1.3:日 本語 文 の品詞 ・文 節 ・文脈 構 成
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2従 来 の研究 と問題点

II書 誌 デー タ ベ ー ス検 索 シ ス テ ム 機 能

書誌データベース(以 下、DBと 記す)の 構築に於 ける索引データ自動作成 システム及び検

索 システム機能 について、技術的課題を中心 に整理す る。

1索 引語の機能

索引語機能 に下記2点 があ る6)。

1)構 造化索引語(Stringindexterm)… 事前に設定 した索引項 目(例:実 験材料、実験方

式等)に 相当する索引語。

資料内容 から索引項 目に相当す る索引語 を解析 し設定す る。

ファク ト(事項)検 索 に対応す る索引語 とば る7).

2)主 題索引語(Subjectindexterm)… 資料内容の主題、即 ち、執筆者の資料作成意図 を

表示する索引語。

資料内容 を解析 し、主題 を表示す る索引語を設定す る。

主題検索 に対応す る索引語 といえる8'9)。

2従 来 の 研 究 と 問 題 点10'11'12'13)

索引語の候補 となるキーワー ドを自動的に抽出す る方式 の研究 は、大容量資料情報DB構

築の必要性か ら実務的に行 われて きた。その流れに、資料情報DBの 構築時に個々の資料に

索引語 を付与す る為 に抽出す る事前付与方式 と検索時に指示 された検索語を対象に抽出す る

検索時設定方式の2通 りの方式があ る。以下、分けて従来 の研究 をレビュー し問題点を示す。
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2.エ 事前 付 与方式

2.1事 前 付与 方式

2.1.1出 現 頻度 解析 抽 出法

i)単 一語抽出法 資料内に出現す る単語 を対象 に解析 し、 出現頻度の事前設定値 に対 し

対応す る単語 を索引語 として直接利用す る方式。 この方式 は、Luhn,H.P.に よ り提案 され

た14)。当方式は、機能語等の単語を意味的に識別す ることが不可能 なことから、機能語等を

ス トップワー ド・リス トとして事前 に設定 してお き、ス トップワー ドを除 く残 り全ての単語

を対象資料の索引語 とす るス トップワー ド方式によ り実用化 された。 しか し、例 えば英文に

於 いて複合語の判定が不可能 にな り欠落が生 じることから、逆 にキーワー ド・リス トを事前

に設定 し利用す るキーワー ド方式が提案 された。当方式は、登録語の網羅性 の保障を必要す

る。 日本に於 いて大規模 キー ワー ド方式の代表例 に下記ii)が あ り、 ス トップワー ド方式に

二村氏 らによるシステムがあ る15)。

ii)単 語間相関抽 出法 複合語判定 の為に、資料内に出現す るキーワー ドを対象 に、単語

間相関頻度を基に解析 し、相関頻度の事前設定値 に対 し全 ての組み合わせを複合語 とし、そ

の複合語 を上記i)に よるキー ワー ドを含め索引語 とす る方式。 この方式 は、Stiles,H.E.ら

により提案された16)。 当方式 は、対象資料中に記載されていない複合語をも生成 して しま

うことから、精度 に於 いて問題 があ り実用 に至っていない。

2.1.2大 規 模 キー ワー ド ・リス トに よる抽 出法

複合語 を含 め大規模 キー ワー ド・リス トを事前 に設定 してお き、資料内に出現する単語を

対象 に照合 し、その単語 を索 引語 として直接利用す る方式。

当方式は、電算機 の ファイル容量 の発展によ り、例えば、同義異形語 について も維持す る

ことが可能 にな り実用可能 になった。 この方式の例 として、 日本語 による資料 を対象 とす る

例 としてHAPPINESS(株 平和情報セ ンター17))、FreeBase(株 エム ・シー ・フー ドセン

ター)等 があ り実用 に供 されて いる。当方式 は、登録 キー ワー ドの網羅性 を保障す る為 に、

キーワー ド・リス トの メンテナ ンスを常 に行 う必要がある。大規模 キーワー ド・リス トによ

る抽出法の 日本に於 け る実用例 に、HAPPINESSを 利用 している前述雑誌記事索引及び新

聞記事DB構 築18)等 が あ る。以上 の方式は、主題索引語 を抽出す る方式で ある。

2.1.3文 構 造解 析 に よ る抽 出法

資料の記述内容を対象に自然言語処理を基に文構造解析を行い抽出する方式。
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2従 来の研究 と問題点

日本語資料 を対象に、構造化索引語抽出 となる、報道記事検索を目的に5WIHに 相当す

るキー ワー ドに限定 し抽出す る絹川氏 らの実用 システム19)、構造化索引語抽 出システムを

目的 とす るMoritaら の研究20)が あ る。絹川氏 らの方式は、5WIHに 相当す るキー ワー ドに

限定す る為、一般資料 には適用 で きない問題がある。

主題索引語抽 出につ いては形態情報 による吉村氏 ら21)、形式動詞 「で ある」 に対応す る

キーワー ドを抽 出す る柴 田氏 ら22)、字種 によ り抽出す る松崎氏 ら23)、「格」 に対応す るキー

ワー ドを抽 出す る木本氏24)の研究 があ るが、主題 を表示す るキーワー ド以外 のキー ワー ド

を抽出す ることにな り、検索語を論理式 に展開 し指示 して も"雑 音"に 相当す る不適切 な検

索結果を生 じさせ る欠点がある。

2.2検 索時 設定方 式

2.2.1検 索指示 内容を直接利用す る方法

検索語 と並び例えば参考資料 の表題 を入力 し、 その中の キーワー ド抽出を行い、DB内 に

出現す る単語 との照合 によ り検索を行 う方式。

25)
。当方式 は、指示この方式 は、Salton,G.に よりSMARTシ ステムとして提案 され た

され る検索語若 しくは指示資料から抽出 されたキーワー ドを基に検索 をす ることから、不適

切 な検索結果の回避に寄与す る利点はあ るが、検索語若 しくは抽出キーワー ドとDB内 の単

語の照合 に於いて欠落が生 じる問題 があ り実用 に至っていない。

2.2.2シ ソー ラス用 語 を利 用す る方法

シソー ラス を事前 に設 定 して お き、検索 語 とシ ソー ラス用語 との照合 を計 り、 その検索 語

を含 む カテゴ リ内の用 語全 て を基 にDB内 に出現 す る単語 を対 象 に検 索 す る方式。 この方 式

の例 として、英 文資 料 を対象 とす るMETAMOLPH(Thunderstone/EPI社)が あ る26)。

この方式は、 カテゴ リ内の用語 の範囲内 に於 いて関連情報の検索が可能で ある。 しかし、

原理的には、上記の大規模キー ワー ド・リス トを用 いる方式 と同 じであ り、根本的には同様

な問題点がある。
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III文 意解 析処 理 システム機 能

情報検索 システム及 びデータベース構築の高度化機能 として、情報要求者が検索語を設定

した り、また索引語作成者が索引語を設定す る際 に、質問内容 を解析 した り、資料内容 を解

読 しな くとも検索語及び索引語 を設定可能な、例 えば索引語作成支援(MAI:Machine-Aided

I・d・Xi・g4・5))システムが必要 になる。

資料内容 を対象 とす る検索要求に、例 えば"何 々について述べている資料 を知 りたい"と

いう主題検索要求があ る。 この種の要求 に対 して質問文及び例 えば抄録内から主題 キー ワー

ドを抽 出 し検索が出来 なければならない。

主題 キー ワー ドは、"何 々について報告する、何 々ついて述べ る"等、資料の作成意図を表

現す る動詞 に導 かれ る対象の単語が相当す る。そこで"何 々につ いて報告する、何 々つ いて

述べ る"等 の表現 を認識 し、その対象 となる単語 を抽出す る文意解析処理 システム機能 を示

す1)。

1シ ス テ ム の前 提

1)文 意解析 を行い、動詞の意味に注目し、 目的 とす る名詞句(キ ーワー ド)あ るいは記述

文(キ ーセンテンス)を 抽出 ・出力す る。処理対象文章(テ キス ト)をVDTに 表示、対

応す る処理結果 のキー ワー ドあるいはキーセンテ ンスを高輝度表示す る。

2)高 輝度 表示 キー ワー ドは 自動 的 に、 キーセ ンテ ンスに対 し人 間判 断 に よる単 語 をマ ウ

ス ・ク リック し、 両 者 を 目的 とす るキー ワー ドとして シス テム 内 に取 り込 む。

3)名 詞あ るいは名詞句 に未知語が生 じるので は意味 をなさないことか ら、名詞辞書 は持

たない。動詞、助詞、副詞、接続詞のみの辞書 によ り処 理す る。

4)処 理対象文に対する前修正処理

i)名 詞連続表記(例:「 科学技術、政治、経済」)は 中黒 「・」表記 とす る。
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2シ ステム機能の概要

ii)格 助 詞 「が」 の直 後 の読 点(例:「 そ れ らが、 …」)は 削 除す る。

iii)接 続 助詞 「と」「や」等 の直 後 の読点 は削 除す る。

2 シ ス テ ム 機 能 の 概 要(図III.1参 照)

2.1単 位 構文処 理

文中に出現す る動詞毎 の構文(単 位構文 とい う)処 理 を行 う。

・単位構文処理規則:

1)1文 を句点 にて判別 し取 り出す。

2)右 線形処理 によ り動詞辞書デー タと照合 し、適合 した動詞の直前の助詞 を発見 し、適

合 した助詞 の直前の単語(接 続 助詞、副助詞、句接続詞及 び形容詞 を含む名詞句)を 助

詞 ス ロッ トに埋 め、出現順 に動詞 スロッ トに埋め る。

例:● 例文 「本報告で はキー ワー ド自動抽 出をターゲッ トとしたキー ワー ド用 のシソー

ラス概念構造 について報告す る。」

・辞書 データ例(付 録A参 照。記号説明表参照。以下同様)

動詞:

助詞:

した

報告す る

と

を

につ いて

では

(ACTAOP(nil)(T:pt,M:a,A:a,C:連 体))

(ACTADE(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:終 止))

(com(と)(nil))→ACTAOP

(obj(を)(nil))→ACTAOP

(obj(に つ い て)(nil))→AcTAoP

(spa(で は)(nil))→ACTAOP

・単位構文処理過程:

処理1:文 の最初の動詞 「した」に対す る辞書データ内のス ロッ トを取 り出し、ス ロット

内の変項領域(nil)に 動詞 「した」を埋める。但 し体言止めの場合 は、陳述動詞(PRE)

にす る。

処理1の 結果:

(ACTAOP(し た)(T:pt,M:a,A:a,C:連 体))

処理2:動 詞 「した」の直前の助詞 「と」 に対す る辞書デー タ内のス ロッ トを処理1の

結果ス ロットに埋 める。以下、読点若 しくは処理済みの単語 まで判定 し、その間 の単
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2.1単 位 構 文 処理

① テ キス ト

DBフ ァイル

② テキス ト読み込み

文の取 り出し処理

③ 単位構文

解析処理

1抄録文

処理終了?

④構文解析処理

⑤ キー ワー ド抽出処理

⑥ キー ワー ド

ブアイル生成

⑦ 辞書データ
ファイルの作成

辞書 デ ー タ

フ ァイ ル

図III.1:キ ー ワー ド抽 出 システ ム機 能 図
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2シ ステム機能 の概要

語 を助詞 ス ロッ トの変項領域(nil)に 埋 め る。但 し読点 の直前 が名 詞 の場合 は格 ラベル

を(con)に す る。

処 理2の 結 果:

(ACTAOP(し た)(T:pt,M:a,A:a,C:連 体)

(com(と)(タ ー ゲ ッ ト))(。bj(を)(キ ー ワ ー ド自 動 抽 出))

(spa(で は)(本 報 告)))

2番 めの動詞 「報告す る」に対す る処理結果:

(ACTADE(報 告 す る)(T:p,M:a,A:a,C:終 止)

(。bj(に つ い て)(キ ー ワ ー ド用 の シ ソ ー ラ ス 概 念 構 造)))

3)読 点若 し くは処理済みの単語 を越 え存在す る未処理語は、直後の動詞 ス ロッ トの対象

として処理する(例:省 略)。

4)読 点若 しくは処理済みの単語を越 え存在す る句接続詞 は、直後の動詞の処理済みス ロッ

トの後に独立 スロッ トとして位置付 ける(例:省 略)。

5)文 接続詞 は、その前後の処理済みス ロッ トを0で 囲む(例:省 略)。

6)文 の冒頭の文接続詞は、その文 の最後の動詞の処理済みス ロットの後に独立ス ロット

として位置付 ける(例:省 略)。

2.1.1構 文処理

文毎の構文生成 を行 う為 に、単位構文間の埋 め込み処理 を単位構文処理結果 の順 に行 う。

・単位構文間埋 め込み処理規則:

1)連 用修飾処理済みスロットを後出動詞処理済みスロットに埋め合成スロットを生成する。

2)連 体修飾処理済みス ロッ トを後 出の体言ス ロットに非交差規則を適用 し埋 め合成スロッ

トを生成す る。

・単位構文処理結果例
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2.1単 位構文処理

例文:「 筆 者 らは、 シソー ラス を用 い、新 聞記事 か らキー ワー ドを 自動 抽 出す るシス テ

ム を開発 中で あ る。」

最 初 の動詞 「用 い」 に対 す る処 理 結果

(ACTARE(用 い)(連 用 中 止 形)(。bj(を)(シ ソ ー ラ ス))

(top(は)(筆 者 ら)))

2番 目の動詞 「自動抽 出す る」に対す る処理結果

(ACTACR(自 動抽 出す る)(連 体 形)(。bj(を)(キ ー ワー ド))

(ori(か ら)(新 聞 記事)))

3番 目の動詞 「あ る」 に対す る処理結果

(PRE(あ る)(終 止形)(dur(で)(開 発 中))

(obj(を)(シ ス テム)))

・単位構文間埋 め込み処理過程

処理1:文 の最初の動詞 「用 い」は、連用 中止形であるか ら処理規則1)を 適用 し、2番

目の動詞 「自動抽 出す る」の処理済みス ロッ トに埋め合成ス ロッ トを生成 する。

処理1の 結果:

(ACTACR(自 動 抽 出す る)(連 体 形)(obj(を)(キ ー ワー ド))

(ori(か ら)(新 聞記事))(ACTARE(用 い)(連 用 中止 形)

(。bj(を)(シ ソー ラス))(top(は)(筆 者 ら))))

処理2:処 理1の 結果 の合成ス ロッ トの最初の動詞 「自動抽出す る」は、連体形である

から処理規則2)を 適用 し、3番 目の動詞 「ある」の処理済みス ロッ ト内の体言 「シス

テム」のス ロッ トに埋 め合成 ス ロッ トを生成する。

処理2の 結果:
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2シ ステム機能の概要

、
(PRE(あ る)(終 止 形)(dur(で)(開 発 中))

(obj(を)(シ ス テム)(ACTACR(自 動 抽 出 す る)(連 体 形)

(obj(を)(キ ー ワー ド))(ori(か ら)(新 聞 記事))

(ACTARE(用 い)(連 用 中止形)(。bj(を)(シ ソー ラス))

(top(は)(筆 者 ら))))))

2.1.2キ ー ワー ド及 び キー セ ンテ ンス抽 出処理

構 文解析 処理 結果 を基 に、 キー ワー ド及 び キ ー セ ンテ ンス抽 出処 理 を行 う。

・キー ワー ド及 び キ ー セ ンテ ンス抽 出処理 規 則(例)

1)下 記基本概念記号の動詞 に対応す るrobj」 を主題表示 キーワー ド若 しくはrobj」 が

存在 しない文 を主題表示 キーセ ンテ ンス とす る。

変 成動 作 動詞(ACTACH)… 例:「 改良 した」

生 成 動作 動 詞(ACTACR)… 例:「 構 築 した」

運用 動作 動 詞(ACTAMA)… 例:「 行 って い る」

表現 動作 動 詞(ACTADE)… 例:「 述 べ る」

2)資 料毎に構文解析処理結果の先頭の動詞 の基本概念記号 を判定 し、robj」 内の名詞句

(主題表示 キーワー ド)を 高輝度表示す る。robj」 が無 い場合は、文(主 題表示 キーセ

ンテンス)全 体 を高輝度表示す る。索引作成者 は、 この結果 を参考 にす る。

・抄録例

「筆者 らは、 シソーラスを用 い、新聞記事 か らキーワー ドを自動抽出す るシステムを

開発中である。前回報告 したシステムで は、データベース検索用のシソー ラスを流用

してお り、 シソー ラスの概念構造が検索用であ るためキー ワー ド自動抽 出には不十分

である。本報告で はキーワー ド自動抽出を ターゲ ッ トとしたキーワー ド用の シソー ラ

ス概念構造につ いて報告す る。」

(出典:森崎正人、中園薫:キ ーワー ド自動抽 出をね らい とした構成法につ いて、情報処

理学会全国大会講演論文集,Vol.27,No.2,pp.1067-1068(1983)

・構文処理結果

1文 めの解析結果
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2.1単 位構文処理

(PRE(あ る)(終 止)(dur(で)(開 発 中))

(obj(を)(シ ス テ ム)

(ACTACR(自 動 抽 出 す る)(連 体)(。bj(を)(キ ー ワ ー ド))

(ori(か ら)(新 聞 記 事))(ACTARE(用 い)(連 用 中 止)

(obj(を)(シ ソ ー ラ ス))(top(は)(筆 者 ら))))))

2文 めの解析結果

(PRE(あ る)(終 止)(att(で)(不 十 分))

(obj(に は)(キ ー ワー ド自動 抽 出))

(for(た め)(PRE(あ る)(終 止)(com(で)(検 索用))

(sub(が)(シ ソー ラ スの概 念 構造))

(ACTARE(流 用 して お り)(連 用 中止)

(。bj(を)(デ ー タベー ス検 索 用 の シソー ラス))

(top(で は)(シ ス テ ム)(ACTADE(報 告 した)

(tim(前 回))))))))

3文 めの解析結果

(ACTADE(報 告 す る)(終 止)

(obj(に つ いて)(キ ー ワー ド用 の シソー ラス概 念構 造)

(ACTAOP(し た)(連 体)(c。m(と)(タ ー ゲッ ト))

(obj(を)(キ ー ワー ド自動 抽 出))(spa(で は)(本 報 告)))))

・主題表示 キー ワー ド及び主題表示 キーセ ンテンス抽出処理結果

処理1:1文 めの抽 出処理結果…抽出処理非対象

処理2:2文 めの抽 出処理結果…抽出処理非対象

処理3:3文 めの抽 出処理結果… 「キー ワー ド用のシソーラス概念構造」

・抽 出主題表示 キー ワー ドの理解

資料例 の記載内容 は、"固 有名詞 シソー ラスの自動拡張"に あ り、その"シ ソーラス構

造"に つ いて言及 している。当資料の主題索引語 には、「シソーラス構造」が必要にな

一15一



2シ ステム機能 の概要

る。例 えばJICST-DBの 同資 料 デ ー タに は、「シソー ラス、 キー ワー ド、件名索 引語 、

形式文 法、件 名 索 引、 デー タベー ス管理 システ ム、文 献 検索 、 自動 言語 処理、 自動 索

引法、 ニュー ス、新 聞、検 索効 率 」の12個 の索 引語 が付与 され て い るが、唯一 対応 す

る 「シ ソー ラス」 は"シ ソー ラス構 造"に 限定す る索 引語 に はな らない。 当 システ ムの

抽 出結 果 は、「キー ワー ド用 の シソー ラス概 念構造 」 とい う主題表 示 キー ワー ドを提 供

してお り、 自然 索引 語 として 「シ ソー ラス構造 」 を採 用 す るに可能 なデ ー タを提供 し

て い る とい え る。
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付 録A辞 書 デ ー タ例

・動詞辞書

あ げ られ る

上 げ る

与 え

与 え た

与 え られ た

与 え られ て い る

与 え られ な い

与 え る

扱 う

扱 って お り

表 す

あ り

あ る

あ る

い う

言 え な い

生 か し

至 った

至 った か

位 置 づ け

一 般 化 され た

一 般 化 しす ぎた り

埋 め 込 ん だ

英 文 解析 で き る

得 た

得 て い る

選 び

選 ぶ

得 られ た

得 られ た

(ACTADE(ni1)(T:p,M:p,A:a,C:終 止))

(ACTACH(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:終 止))

(ACTAMA(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:連 用 中 止))

(ACTAMA(ni1)(T:pt,M:a,A:a,C:連 体))

(ACTAMA(nil)(T:pt,M:p,A:a,C:連 体))

(ACTAMA(nil)(T:p,M:p,A:k,C:連 体))

(ACTAMA(ni1)(T:p,M:p,A:n,C:連 体))

(ACTAMA(nil)(T:p,M:a,A:a,C:連 体)')

(ACTAMA(ni1)(↑:P,M:a,A:a,C:連 体))

(ACTAMA(nil)(↑:p,M:a,A:k,C:連 用 中 止))

(ACTADE(nil)(↑:p,M:a,A:a,C:連 体))

(PRE(nil)(T:p,M:a,A:a,C:連 用 中 止))

(PRE(nil)(T:p,M:a,A:a,C:連 体))

(PRE(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:終 止))

(CONCCI(ni1)(↑:p,M:a,A=a,C:連 体))

(CONCCI(ni1)(T:p,M:a,A:n,C:終 止))

(ACTAMA(nil)(T:p,M:a,A:a,C:連 用))

(CONCMO(nil)(T:pt,M:a,A:a,C:終 止))

(CONCMO(ni1)(T:pt,Mia,A:?,C:終 止))

(ACTAIN(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:連 用 中 止))

(ACTAOP(ni1)(T:pt,M:p,A:a,C:連 体))

(ACTAOP(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:連 用))

(ACT'AOP(ni1)(T:p,M:p,A:a,C:連 体))

(ACTAIN(ni1)(T:p,M:a,A:ab,C:連 体))

(ACTARE(nil)(T:pt,M:a;A:a,C:終 止))

(ACTARE(ni1)(T:p,M:a,A:k,C:終 止))

(ACTAIN(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:連 用 中 止))

(ACTAIN(ni1)(T:p,M:a,A:a,C:連 体))

(ACTARE(nil)(T:pt,M:p,A:a,C:終 止))

(ACTARE(ni1)(T:pt,M:P,A:a,C:連 体))
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付録A辞 書データ例

・助詞辞書

か

が

が

が

が

が

が

が

が

が

が

が

の

の

は

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

ら

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

か

(com(か))→ACTAIN

(sub(が))→PRE

(sub(が))→ACTADE

(sub(が))→ACTACO

(sub(が))→ACTAIN

(sub(が))→ACTARE

(sub(が))→ACTAOP

(sub(が))→ACTAMA

(sub(が))→ACTACH

(sub(が))→ACTACR

(sub(が))→CONCIN

(sub.(が))→CONCCI

(con(か の))→AC↑ACO

(con(か は))→CONCIN

(com(か ら))→PRE

(com(か ら))→CONCCI

(com(か ら))→ACTACR

(con(か ら))→ACTADE

(ori(か ら))→ACTACO

(ori(か ら))→ACTACR

(ori(か ら))→ACTARE

(ori(か ら))→ACTAIN

(pur(カxら))→CONCCI

(sfr(か ら『))→ACTAMO

(str(か ら))→CONAIN

(sou(か ら))→ACTACH

(sou(か ら))→CONAIN

(tfr(か ら))→ACTAIN'

(vie(か ら))→ACTACO

(opp(か ら の))→PRE
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● 冨‖言司苦辛書

3-30倍

あ らか じめ

新 た に

い か に して

大 き く

多 く

主 に

必 ず

か な り

近 年

効 率 よ く

効 率 良 く

これ ま で

盛 ん に

さ らに

若 干

精 度 良 く

そ の ま ま

第 一 に

第 二 に

例 え ば

直 接

次 い で

通 常

次 ぎ に

続 いて

と くに

特 に

(deg(3-30倍))

(tim(あ ら か じ め))

(deg(新 た に))

(man(い か に し て))

(deg(大 き く))

(deg(多 く))

(imp(主 に))

(imp(必 ず))

(deg(か な り))

(tim(近 年))

(deg(効 率 よ く))

ぐdeg(効 率 良 く))

(tto(こ れ ま で))

(deg(盛 ん に))

(and(さ ら に))

(deg(若 干))

(deg(精 度 良 く))

(sta(そ の ま ま))

(ord(第 一 に))

(ord(第 二 に))

(eXS(例 え ば))

(sta(直 接))

(ord(次 い で))

(sta(通 常))

(ord(次 ぎ に))

(ord(続 い て))

(imp(と く に))

(imp(特 に))
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付録A辞 書データ例

●接続詞辞書

文接 続詞

あ る い は

し か し

し た が っ て

そ こ で

そ し て

ま た

(/(あ る い は))

(but(し か し))

(res(し た が っ て))

(res(そ こ で))

(ant(そ し て))

(ant(ま た))

句接続詞

お よ び

及 び

が

か っ

た め

た め に

と

な お

な らび に

の み な らず

ま た は

(ant(お よ び))

(ant(及 び))

(but(カS))

(ant(且 つ))

(for(た め))

(for(た め に))

(res(と))

(res(な お))

(ant(な ら び に))

(not(の み な ら ず))

(/(ま た は))
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記号表(例)

基本概念記号

動詞CCP名 名 称

PRE 陳述

ACTACO 結合 ・分割動作動詞

ACTAMO 移動動作動詞

ACTACH 変成動作動詞

ACTACR 生成動作動詞

ACTAMA 運用動作動詞

ACTARE 参考動作動詞

ACTADE 表現動作動詞

ACTREC 確認動作動詞

ACTAIN 意図動作動詞

ACTAOP 状態化動作動詞

CONCMO 移動状態動詞

CONCMN 変化状態動詞

CONCCI 状況状態動詞

CONCIN 意図状態動詞
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付録A辞 書 デー タ例

動詞の時制記号 (形 式 T:x)

記 号(x=) 意 味

pt 過去(past)

P 現在(present)

f 未来(future)

動詞の様態記号 (形式 M:y)

記 号(y=) 意 味

a 能動(active)

P 受動(passive)

動詞のアスペクト記号(形 式 A:z)

記 号(z=) 意 味

a 肯定(affirmation)

n 否定(negation)

C 仮定(conditi◇na1)

k 継続(continuOUS)

ab 可能(ability)

W 希望(want)

m 義務(must)

? 疑問(interrOgatiVe)
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一

動詞の活用形記号 (形 式 C:w)

記 号 くw=) 意 味

連体 連体形

連用 連用形

終止 終止形

連用中止 連用中止形
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付録A辞 書 デー タ例

格(助 詞 ・助詞相 当語意味)ラ ベル記号

記 号 意 味

sub 動作 ・行為の主体(subject)

obj 動作 ・行為の対象(object)

1・ec 受 け 手 てrecipient.)

ori 与え手(origin)

par 相手1(partner)

OPP 相手2(opponent)

tim 時(time)

tfr 時 ・始 点(time-from)

tto 時 ・終 点(time-to)

dur 時間(duration)

spa 場所(space)

sfr 場 所 ・始 点(space-from)

sto 場 所 ・終 点(space-t。)

sth 場 所 ・経 過(space－ 七hrough')

SOU 始状態(source)

9◇a 終状態(goal)

at七 属性(attribu七e)

cau 原 因 ・理 由(cause)

tOO 手段 ・道具(tool)

ma七 材料(material)

com 構成要素(component)

man 方式(manner)

con 条 件(condition)
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副詞意味記号

記 号 意 味

and 追加(and)

ant 添加(andthen)

deg 度合(degree)

eXS 実 例(eXampleSentenCe)

imp 強調(impotance)

man 方式(manner)

ord 順序(order)

sta 状態(state)

tim 時(time)

tto 時 ・終点(time-to)

wit
`同 伴(with)
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付録A辞 書データ例

句接続詞意味記号

記 号 意 味

ant 添加(and七hen)

not 追加(notonly)

/ 並列

文接続詞意味記号

記 号 意 味

ant 添加(and七hen)

but 逆接(but七hen)

exp 説明(explanation)

for 目的(fゆr)

res 順接(response)

接続助詞意味記号表

記 号 意 味

and 並列(and)

but 逆接(butthen)

res 順接(response)

sup 仮定(supposition)
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IVシ ス テ ム の 構 築 お よ び 実 験 ・評 価

1構 築 シ ステ ム

書誌データベース用 ダイナ ミック・シソー ラスの可能性 を確認す るために、実験 システム

を開発す る。実験のために構築す るシステムは図書館情報大学 の石川徹也氏がアルゴ リズム

を開発 された 「文意解析手法」を参考にし、新 たに実験 プログラムを作成す る。以下、 この

文意解析手法を 「文意解析処理方式」 と称す る。

1.1プ ロ トタイ プ処 理 方 式概 要

評価 ・実験 を行 なうシステムはUNIX上 で作成す る。 プ ロ トタイ プ作成 に使用 したシス

テム構成を示す。

シス テ ム 機種 OS等

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

SONY-NEWS/3860

SUNSPARCstation2

NEWS-OS3.91R

SUN-OS4.1.1

プ リン タサ ーバIMAGEN7320TurboOS4.1T

実験 システムで扱 う入力 と出力の概念 を次 に示すも

例題:

筆者 らは、 シソー ラス を用 い、新 聞記事 か らキー ワー ドを 自動 抽 出す る システ ム を開

発 中で あ る。

最 終 結果(S式 風)

(PRE(あ る)([終 止 形])(dur(で)(開 発 中))(obj(を)(シ ス テ ム)

(ACT(自 動 抽 出 す る)([連 体形D(obj(を)(キ ー ワー ド))(ori(か ら)(新 聞記 事))

(ACT(用 い)([連 用 中止 形D(obj(を)(シ ソー ラス))(top(は)(筆 者 ら))))))

最 終 結果(テ キ ス ト体)
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1構 築 システ ム

あ る(PRE)開 発 中(dur,で)シ ス テ ム(。bj,を)

自動 抽 出 す る(ACT)キ ー ワ ー ド(。bj,を)

用 い(ACT)シ ソー ラ ス(obj,を)

新 聞 記 事(ori,か ら)

筆 者 ら(top,は)

上記の2つ の最終結果 は、どちらも意味的 には等価であ る。

今回の実験で は、テス ト用 に作成 した書籍デー タベース1万 件(全5万 項 目)の デー タに

つ いて、助詞 ・副詞などにつ いての予 め文例を調査の上、実験用 プ ログラムを作成 した。1

万件のデー タの うち 「要 旨」を もつ ものは約4,000件 であ る。

処理概要を下記 に示す。

1)「 は、」のような読点を削除す る。(前 処理)

2)「 。」で処理単位 を分割す る。

3)分 割 した処理単位毎 に動詞 ・助詞 を目印にして分解 ・解析処理 を行な う。

4)今 回の 目的 とす る抽出処理対象 でないものは削除す る。

5)抽 出処理対象のキーワー ドを出力す る。

1.2処 理 内 容

1.2.1前 処理

前処 理で は次 の よ うな処 理 を行 な う。

1)次 の よ うなパ ター ンを もつ 文 字 列 の読 点(、)を 削除 す る。

と、 や、 が、 は、 を、

2)次 の よ うなパ ター ンを持 つ読 点(、)を 中黒(・)に 変換 す る。

[漢字 また はカ タ カナ]、[漢 字 ま た は カ タカナ]

1.2.2分 解 ・解 析処理

i)テ ス ト用書籍 デー タベー ス テ ス ト用 書籍 デー タベー スの要 旨 か らキー ワー ドを抽 出す

る。動 詞 として認識 した もの は次 の もの で あ る。

あ った 検 証 し 紹 介 し、 分析 す る

あ る 行 なわ れ た 紹 介 す る。 保証 され て い る
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1.2処 理 内容

つ くる 参加 した 進む 補完す る

で きなかった 惨敗 した 整理 した 明確化す る

とり上げ 使 いやす い 生か した 問 う

わかる 至 る 設け 役立て る

解説 した 取 り入れて 先駆 けて 予定 されている

解説 している 収 めてある。 託 して 利用 して

解説す る 収 めている。 統合 した 理解す る

概観 している 集 め ました。 把握す る 別決す る

拡張 され た 出題 された 分析 し

これ らの動詞の内、次の動詞 に注 目して、各々の書籍を的確 に表現 しているキーワー ドを

抽 出す る。

1)解 説 した

2)解 説 している

3)解 説す る

4)収 めている

5)収 めてある

6)紹 介 し

7)紹 介す る

8)集 めました

9)検 証 し

10)明 確化す る

11)別 決す る

ii)質 問文 質問文 に対 しては次の動詞 を抽出す る。

1)知 りたい。

2)可 能であ ろうか。
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2処 理結果

3)も た らす の か。

4)影 響 す るの か。

5)何 で あ ろ うか。

1.2.3抽 出 処 理

前記 の動詞 につ いて意味情報 を抽 出 し、書籍 の内容 を表現す るにふ さわ しい名詞をキー

ワー ドとして抽出す る。 また質問文 からは、その質問の核心 に触れ る単語を抽出し、データ

ベース検索時のキーワー ドとして採用す る。

1.2.4後 処 理

「文意 解析処 理方式 」で抽 出 し たキー ワー ドは、文 章 の一 部分 を切 りだ した もので あ るの

で、検索 用 の キー ワー ドとして使 うため に、更 に一般化処 理 が必要 となる。今 回 は この ため

に、 デー タベー ス用 語管 理 シス テムで あ るrNICEシ ス テム」 を利用 した。 このNICEシ ス

テ ムは 口外 ア ソシエー ツが開 発 した シ ステ ムで あ る。

2処 理結果

今回評価のために作成 したデータベースの内容 の一部を付録Aに 示す。データベースの

内容 は下記の ものが含 まれて いる。

整理番号=デ ータベース作成時の整理番号

書籍書名=書 籍 の名称

出版社名=出 版社 の名称

著者名前=著 者 ・執筆社 ・編集社 などの名前

要 旨概要=書 籍の要 旨 ・概要。キーワー ド作成 の原データ となる。

ISBN=国 際書籍識別番号

2.1前 処 理

テス ト用デー タベースに対 して前処理 を行なった結果の一部を付録Bに 示す。結果の表

示 は次 のようになってお り、 出版社やISBN等 対象 とならない部分 は省略 してあ る。
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2.2「 要 旨」 か らの抽 出処理

DTS=(整 理番号)書 籍書名

前処理 を行 なった要 旨概要部分

2.2「 要 旨 」 か らの 抽 出 処 理

テス トデー タベー スの要 旨部 分 か らキー ワー ドを抽 出処 理す る。次 に整理番号01724に つ

いて の結 果 を示 す。

2.2.1原 文

DTS=(01724)書 物 の現在

映 像 の優 位 ・活 字文 化の衰 退 とい う俗説 を排 し、 グーテ ンベル クか ら電子 出版 に

至 る く書 物 〉 の歴 史 と現 在 を グ ローバ ル に検証 しつ つ、 現在 の そ して未 来 の文

化 に とって の く書 物 〉の揺 るぎな い重要性 を2人 の研究者(浅 沼/清 水)が 明確

化 す る と共 に、今 日の出版、 と りわ け雑誌 出版 の問 題 をr試 行』 とrリ ュ ミエー

ル』 の2人 の く編 集者 〉(吉 本/蓮 実)が 鋭 く別 扶す る。 文学 ・出版 ・印 刷 関係

者必 読 の書 。

排し 俗説(o:を)映 像の優位 ・活字文化の衰退(と いう)
至る 電子出版(に)グ ーテンベルク(か ら)

検証し グローバル(に)書 物の歴史と現在(o:を)

明確化する2人 の研究者(浅 沼/清 水)(が)

書物の揺るぎない重要性(。:を)→

副決する 試行 とリュミエールの2人 の編集者(吉 本/蓮 実)(が)→
とりわけ雑誌出版の問題(。:を)

これ か らこの書籍 の 中心 に な るキー ワー ドは

●書物 の歴史 と現在

●書物 の揺 るぎない重要性

・ とりわけ雑誌出版の問題

が検 出 され る。

2.3「 質 問文 」か らの抽 出処 理

質問文 として次の文章 を使 った。
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2処 理結果

1)ビ デ オが普及 し、CD-ROMやCD-1な どの光 デ ィス クに よる電 子 出版 が実用 化 され、

テ レマ テ ィー クな どの電 子 図書館 の研究 開発 も進 んで い るが、 これ らは従 来 の書籍 や

雑 誌 へ ど う影響 す るの か。

2)脳 とは何 で あ ろ うか。 並列学 習 情報処 理 の原理 を核 とし た脳 の原理 の解 説 と、 ニュ ー

ロコ ンピュー タを含 む応用 例 は ないか。

最初の文についての解析結果 は次の ようになる。

普 及 し ビデ オ(が)

実用 化 され 電子 出版(が)CD-・ROMやCD-1な どの光 デ ィス ク(に よる)

進 んで い る テ レマ テ ィー クな どの 電子 図書 館 の研究 開 発(も)

影響 す るの か 従来 の書籍 や 雑誌(。:へ)こ れ ら(は)

これ か ら、次 の質 問 に関 す るキー ワー ドが抽 出 され る。

・従来の書籍や雑誌

2.4後 処理

「文意解析処理方式」で キー ワー ドを抽出 した結果 に対 し、NICEシ ステムで同義語 ・上

位語 を付加 して実際の検索用 キーワー ドを生成す る。以下 「文意解析処理方式」 とはNICE

処理を含んだものを言 う。

2.4.1「 要 旨」の後 処理

「要 旨」か ら抽 出 され たキー ワー ドを更 にNICEシ ステ ムで 処理 を行 な い、次 の最 終結 果

を得 る。

物

史

詩

版

書

歴

雑

出

シ ヨ モ ツ

レ キ シ

ザ ツ シ

シ ユ ツ ノくン
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2.5検 索 処理

2.4.2「 質 問 文」 の 後処理

「質問文 」か ら抽 出 され たキー ワー ドを更 にNICE処 理 を行 な う と、次 の検索 用 キー ワー

ドを得 る。

書籍 シヨセ キ

出版 シユ ツパ ン

図書 トシ ヨ

本 ホ ン

雑 誌 ザ ツ シ

2.5検 索 処 理

検索 は次 の4つ の方式 について実験 を行 ない検討す る。

1キ ー作成方式ll 質問文 1書 籍 デ ー タベ ース

方式1 文意解析処理方式 文意解析処理方式

方式2
■

文意解析処理方式 全文検索方式

方式3 文意解析処理方式 索引候補語 リス十方式

方式4 人手分析 索引候補語 リス ト方式

2.5.1方 式1

データベースのキー作成 と質問文の処理に 「文意解析処理方式 」を行 なった場合の結果を

示す。

DBキ ー(整 理番号1724) 質問文 キー

表記 読み 巳 記1読 み

書物 シヨモ ツ 書籍 シ ヨセ キ

歴史 レキシ 出版 シ ユ ツ ノくン

雑誌 ザ ツシ 図書 ト シ ヨ

出版 シユ ツパ ン 本 ホ ン

雑誌 ザ ツシ

この結 果 、 テ ス トデ ー タベ ースの 整理 番号=1724の デ ー タ項 目は、 太字 の キ ーが 一致 し

て いるので質 問 文 に よって検 索 され る ことにな る。

2.5.2方 式2

質問文に対 し 「文意解析処理方式」を適用 して得 られた結果でデータベースの要 旨部文 を

全文一致検索 した場合、方式1の 質問文 キーを含 む全ての項 目が検索 され る。

テス トデータベースの整理番号=1724の データ項 目は、
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2処 理結果

映像の優位 ・活字文化の衰退 とい う俗 説を排 し、 グーテンベル クか ら電子 出版 に至 る

く書物〉の歴史 と現在 をグローバル に検証 しつつ、現在 のそ して未来 の文化 に とっての

《書物〉の揺 るぎない重要性 を2人 の研究者(浅 沼/清 水)が 明確化す ると共 に、今 日の

出版 、 とりわけ雑誌 出版 の問題 をr試 行』 とrリ ュミエール』の2人 の く編集者》(吉

本/蓮 実)が 鋭 く別決す る。文学 ・出版 ・印刷関係者必読の書。

で あ り、太 字 の部 分 が一 致す る。

2.5.3方 式3

質問文 に対 し 「文意解析処理方式」 を適用 して得 られ た結果 を、データベースの要 旨部分

に対 し 「索引候補語 リス ト方式」で作成 したキーで検索す る。

テス トデータベースの整理番号=1724の データ項 目に対す る 「索引候補語 リス ト方式」の

処理結果 は次のようになる。

エ デ ィ タ ー

グ ロ

グ ロ テ ス ク

ノヘス

印刷
映像
活字文化
芸術
検証
研究者
雑誌*

史
出版*
書物
水
清

中国史
電子出版
文化
文学

編集者
未来
明
歴史
蓮

エ デ ィ 歩一

グ ロ

グ ロテ ス ク

ノ、ス

イ ンサ ツ
エ イ ゾウ

カ ッ ジブ ン カ

ゲ イ ジユ ツ

ケ ン シヨ ウ

ケ ンキ ュ ウ シヤ

ザ ツ シ

シ

シユ ツノくン

シ ヨモ ツ

ミズ

シ ン

チ ュ ウゴ ク シ

ァ ンシ シユ ツノ、ン

ブ ンカ

ブ ンガ ク
ヘ ン シユ ウシヤ

ミライ

ミン

レ キ シ

ノ、ス

「索 引候 補 語 リス ト方 式 」で 得 られ た テ ス トデー タベー スの整 理番 号=1724の デ ー タ項

目の内*印 が付 いて い る キー ワー ドと、 「文 意解 析 処理 方 式 」で 得 られ たキ ー ワー ドが一 致

す る。
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2.6結 果 の評価

2.5.4方 式4

これは、現在 までの一般的な方式で ある。質問文に対 して人間が人手でキー ワー ドを選択

し、「索 引候補語 リス ト方式」で付 され たキーワー ドに対 して検索を行 なう。質問文に対す

る検索用 キー ワー ドの選定は個人的 な力量 に依存す る。

今回はかな り高度 な能力を持 ったサーチャーが選定すると思われ るキーワー ドを採用 した。

質問文:ビ デオが普及 し、CD-ROMやCD-1な どの光ディスクによる電子

出版が実用化 され、テ レマティークなどの電子図書館の研究開発 も進

んでい るが、 これ らは従来の書籍や雑誌へ どう影響す るのか。

この 結果 、検 索 キー ワー ドの 「電子 出版 」が デ ー タベー スの キ ー ワー ドと一 致 す る。

2.6結 果 の 評価

結果の評価 として、「文意解析処理方式」 は対象 とす る文章 からその意味内容 を自動的 に

かな り的確 に拾 いだして いる。データベース項 目の要旨を処理 した場合を例 にとれば、方式

1と 方式3の 結果を比較す ると、「文意解析処理方式」では4件 のキー ワー ドが抽出されたの

にたい し、従来の 「索引候補語 リス ト方式」で は25件 のキー ワー ドが抽 出されて いる。 こ

の場合数の多少 よ りは、その文章の意味内容 を現 していないノイズの方が多 くなっている。

「索 引候補語 リス ト方式」は、で きる限 り多 くのキー ワー ドを付与 しようとす るのに対

し、「文意解析処理方式」はその文章の核心部分 を現すキー ワー ドのみを付与 しようと試み

ることが、 この実験 か らも確認で きた。
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付録Aテ ス トデ ー タベ ース 内容 例

付 録Aテ ス トデ ー タベ ー ス 内 容 例

整 理 番号=0・1724

書 籍 書名=書 物 の現 在

著 者 名前=吉 本/隆 明;蓮 実/重 彦;清 水/徹;浅 沼/圭 司 【著 】

要 旨概要=映 像 の優 位 、活 字文 化 の衰 退 とい う俗 説 を排 し、 グ ー テ ンベル クか ら電 子 出版 に至 る く書物 》 の歴

史 と現在 を グ ロー バル に検 証 しつつ 、現在 のそ して未 来 の文化 に とって の く書 物〉 の揺 るぎ な い重 要性 を2人

の研 究者(浅 沼/清 水)が 明確 化 す る と共 に、 今 日の 出版 、 と りわ け雑 誌 出版 の問 題 を 『試行 』 とrリ ュ ミエ
ー ル』 の2人 の 《編 集 者〉(吉 本/蓮 実)が 鋭 く別決 す る。 文学 、 出版 、 印刷 関係 者必 読 の書 。

ISBN=ISBN4-89176-224-1

整理 番号 二 〇1730

書籍 書名=准 看 護 婦(士)試 験

出版 社名 二 国家 試験 シ リー ズ 〈41>

要 旨概要=本 書 は過去 に行 われ た准 看護 婦資 格 試験 の問題 を,そ れ ぞれ の科 目に分 けて提 出 し、 これ に1題1

題 、 きわめ て適 切 て いね い な解説 をつ け、 これ に よって 正解 を導 い て い ます。

ISBN=ISBN4-7703-1115-X

整理 番号=06399

書籍 書名=図 書 館 一 そ の本 質 ・歴 史 ・思潮

著 者名前 二岡 田/温 【著 】

要 旨概要=図 書 館 は時 の流 れ と共 に さま ざ まに変化 して きま した。 そ して い ま、 かつ て は夢 で あ っ た電 子 図書

館 さえ も誕 生 しよ うとして い ます。 それで この 「図書 館 」 は、 どの よ うに して生 まれ て きた ので しょ うか。 本

書 で は、文 字文 化 、記 録 文 化 の初期 とい われ る古代 オ リエ ン ト時 代 に まで遡 り、図 書館 とい う社 会 現象 が どの

よ うに して 現 われ 変遷 して きた かを、今 日まで の 内外 の 文化 史 に沿 って興 味 深 く解 説 して い ます。

ISBNニISBN4-621-03362-X

整 理番号=06995

書 籍書 名=イ ンタ プ レスー 電子 出版 のた めの ペ ー ジ記 述 言 語

著 者名 前=Harrington,StevenJ.;Buckley,RobertR・ 【著】;富 士
ゼ ロ ックス 【訳 】

要 旨概 要=イ ンタ プ レス は、世 界で 初 めて の最 も実 用 的 な ペ ー ジ記述 言 語で あ る。 プ ロの仕 事 の よ うな ドキ ュ

メ ン トを、 ネ ッ トワー ク上 の あ らゆ るプ リンタ に、美 し く、 素 早 く、 そ して効 率的 に印 刷 させ る こ とがで き る

。 読 みやす さ と、 徹 底 した技術 的 正確 さに よって、 読 者 は本書 を通 して 基本 的 な概 念 を最 も進 ん だ 使 い方 を段

るこ とがで き、 イ ンタプ レ スを内 と外 か ら理解 す る こ とが で き る。

ISBNニISBN4-621-03350-6

整 理番 号 二 〇7021

書 籍書 名=高 性能 コ ンピュー タ アー キテ クチ ャ

著 者名 前=Stone,HaroldS.【 著 】;斉 藤/忠 夫;発 田/弘 【監訳 】

要 旨概 要=コ ンピュ ータ ア ーキ テ クチ ャは その時 々の デバ イ ス技 術 に大 き く影 響 され 、現在 普 及 して い るマ シ

ンは必 ず古 くさい ものに な って しま う。 本書 は、 この よ うなマ シ ンの変遷 の中で 一 貫 して不 変 の もので あ る設

計 の方 法論 と評価 手 法 を集 中 して扱 い、 さらに実 際 の設 計 過程 を豊 富 に と り入 れ た演 習問 題 に よって 設計 の こ

の2つ の柱 を完 全 に理 解 させ る もので あ る。大 形 高 性能 機 のア ー キ テ クチ ャ設 計 は全 て の設 計 の土 台 とな る も

ので あ り、 本 書 は その肝 要 を十 分 に解 説 した待 望 の一 書 で あ る。

ISBN=ISBN4-621-03354-9

整理 番号=13402

書籍 書名=並 列 処理 マ シ ン

著者 名前 二富 田/真 治;末 吉/敏 則 【共 著 】

出版 社名=コ ンピ ュー タア ー キテ クチ ャ シ リーズ

要 旨概要=数 値 計 算 や人 工知 能 分野 な どで の コ ンピュー タの高 速 化要 求 に伴 い、 ます ます期 待 が 高 ま って い る

並列 処理 ・マシ ンにつ いて 、構 成 方式 か ら超 並列 処理 へ の 展望 まで 具体 的 に解 説。

ISBN=ISBN4-274-07501-X

整理 番 号 二13403

書籍 書 名=ク リス トフ ァー ・ア レグザ ンダー一 建 築 の新 しいパ ラダイ ム を求 めて

著 者名 前=グ ラポ ー,ス テa－ プ ン 【著】 〈Grabow,Stephen>;吉 田/朗;長 塚/正 美;辰 野

/智 子 【訳 】

要 旨概 要=ポ ス トモ ダ ンの建築 の旗手 ク リス トファー ・ア レグザ ンダー。 「パ タ ン ・ラ ンゲ ー ジ」 「セ ンタ リ
ング ・プ ロセ ス」 な どの キー コ ンセ プ トを次 々 と提 出 し、 建 築 パ ラダイ ムの再 構 築 を図 るア レ グザ ンダー の全
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体像 を余 す と ころ な く描 き出 し、建 築 界 の み な らず、 現代 思想 全般 に衝 撃 を与 え る傑作 評伝 。

ISBN=ISBN4-87502-153-4

整理 番 号=13406

書籍 書 名 二ぶ き っち ょさん の フル ー ツのお菓 子

著者 名 前=森 山/サ チ子 【著 】

出版 社 名=ぶ き っち ょさん のCOOKINGNOTE-FRUITDESSERTS

要 旨概 要=フ ル ー ツのお 店 や デパ ー トの フル ー ツ コー ナ には、1年 中、色 と りど りの いろ い ろな形 を した た く

さん の フル ー ツ達 が顔 を並べ て い ます。 フル ー ツ とお菓子 の 関係 は非常 に古 く、 その相 性 は昔 か ら認 め られて

お り,焼 き菓 子 か ら冷 た いお 菓子 、 そ して ジ ャムな どの保 存食 にいた るまで、 それ ぞ れ の特 性 と美 し,い色 や形
を活 か して用 い られ て い ます 。 さあ、 み な さん もフル ー ツを使 っ て、様 々な お菓子 作 りを始 め て みて下 さ い。

ISBNニISBN4-277-61313-6

整理 番 号 二13407

書籍 書 名=イ ンテ リア コー デ ィネ ー ター の基 礎知 識

著者 名 前=古 谷/彰 子 【著 】

要 旨概 要=イ ンテ リア コー デ ィネ ー ター と して必 要 な知 識、 特 に女性 に身 近 なイ ンテ リア エ レ メ ン ト関 係 に重

点 を置 いて わ か りやす く解 説 。新 時 代 の職 業 を 目指 す女 性 を応援 します。
ISBN=ISBN4-88470-690-0

整理 番 号=13423

書籍 書 名=雑 誌 新聞 総 か た ろ ぐ 〈1989年 版 〉

要 旨概 要=本 誌 は、 毎 年1回 刊 行 い た します。 本号 に収 録 してあ るデ ー タは、2月 現在 の もので す。全 て の定

期 刊 行 物 の内 容 ・特 色 まで を完全 に調 査 して あ ります。

ISBN=ISBN4-89554-020-0

整 理 番 号 二13446

書 籍 書 名 二PC-9800シ リー ズア プ リケ ー ショ ン百科 く1989年 版 〉

著 者 名 前=新 紀 元社 編集 部;知 識 計 画 【編 】

要 旨概 要=PC・9800シ リー ズア プ リケ ー シ ョンの最 新 情報 を網羅 。 「用 途 で探 す、 内容 で 比べ る、比 較
・検 討 の ため の ソフ トウェア 情報 」 を、一 冊 に集 大成 。

ISBNニISBN4-915146-11-1

整 理 番 号=13449

書 籍 書 名=実 用 漢方 処方 集

著 者 名 前 二 日本 漢方 協会 【編 】

要 旨概 要=現 在 使用 され て い る漢方 処 方集 に記 載 され てい る薬方 をす ぺ て収 載す る こ とに努 め た(合 計約1,

600)。

ISBN=ISBN4-8407-1008-2

整 理 番号=13457

書 籍 書 名=が ん の予 防

著 者 名 前=小 林/博 【著 】

出版 社名=岩 波新 書 〈71>

要 旨概要=が ん は、 いまや 死 に至 る病 で は な い。 が ん の実体 はかな り究 明 され、 診断 か ら治 療 まで の医療 技 術

も格 段 に 向上 し、 予 防 に関 す る科 学 的 研究 も進 ん だ。 ここで は、 がん の予 防 を、細 胞 レベル で の がん 化 の阻 止

、 早 期発 見 ・早期 治 療、 転移 ・再 発 の予 防 と3段 階 に分 け、 それ ぞれ対 策 を考 え る。 がん研 究 の 最前 線 か らの

最 新 の報 告 。

ISBN=ISBN4-00-430071-1
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付録Br要 旨」部分の前処理結果例

付録B 「要旨」部分の前処理結果例

DTS=(01724)書 物 の 現在

映 像 の優位 ・活字 文化 の衰 退 とい う俗説 を排 し、

グ ーテ ンベル クか ら電 子 出版 に至 る く書 物 〉 の歴 史 と現 在 をグ ローバ ル に検 証 しつつ 、

現 在 の そ して未来 の文 化 に とって の く書 物 〉 の揺 る ぎな い重要 性 を2人 の研 究者(浅 沼/清 水)が 明 確 化 す る

と共 に、

今 日の出版 、

と りわ け雑 誌 出版 の問題 をr試 行』 とrリ ュ ミエ ール』 の2人 の く編 集 者 〉(吉 本/蓮 実)が 鋭 く副 決 す る。

文 学 ・出版 ・印刷 関 係者 必読 の書。

DTS=(01730)准 看 護 婦(士)試 験

本 書 は過 去 に行 わ れ た准看 護婦 資格 試 験 の問 題 を,そ れ ぞれ の科 目に分 けて提 出 し、

これ に1題1題 、

きわめ て適切 て い ね いな解 説 をつ け、

これ に よって正 解 を導 いて います。

DTS=(01732)味 吉 兆で 学 ん だ 日本 料 理

味 吉兆 に通 うこ と10年 。

9人 の料理 研究 家 が聞 きた だ した献 立、

その数100有 余 。

て いね いな作 り方 の記 載 と詳 細 な分 量 の表 示。

今 ・第 一級 の料理 書 として 見事 に結 実 。

日本 料理 の粋 が こ こにある 。

DTS=(01736)実 習 パ ソコ ンBASIC入 門

本書 の実 習 内容 に従 って、
プ ログラ ムを処 理す る こ とに よって、

知 的生 産の1つ の道 具 としてパ ソコ ンが 使 え る よ うにな る こ とを 目標 に し、

BASICの 文 法 お よび プ ログ ラ ミング技 術 が確実 に習得 で き るよ うに企 画 した。

DTS=(01756)外 国 車 カ タ ログ<,89>

お しゃれで 価格 も リーズ ナ ブル な欧 州車 。
パ ワー を誇 るア メ車。
t89年 の外 国車 をすべ て ライ ンナ ップ した魅 力 の総 合 ア ルバ ムが 完 成。

DTS=(01775)コ ン ピュー ター シス テ ムの落 とし穴一 企 業 が とるぺ き安 全 対 策 と危 機管 理

あ なたの シス テ ムが災害 ・事故 ・エ ラー ・犯 罪 ・人正 行 為等 の"落 とし穴 ≧ に落 ち る前 に打 つべ き対 策 を多 くの

事 例 を通 して警 告す る。

DTS=(01778)み ん なの健 康 宣言 一 医療 改 革 へ の提言

心 身 の健 康 は個人 で 解決 で きる問題 で はな い。

「みん なの健 康 はみ ん なで 」 とい う立場 に立 ち、

市民 の力 を結 集 す る中 に、

健康 で快 適 な明 日の社会 をひ ら く展望 が あ る。

み ん なの健 康 をつ くるた めの政 策 提言 集1慢 性 病 ・病 院 ・介 護 ・保険 ・高 負担 社会 へ 向 け た提言 。

DTS=(01786)ス トレス くん、

さ よ うな ら

ス トレス にお しつ ぶ され そ うにな る、

そん なあ な たを救 う現 代版 ス トレス解消 の"傾 向 と対策 ≧が本書 で す。

敵 の正 体 をつ き とめ て、
ど うや っつ け るか、

あ るい はス トレス を ど うや って 味方 に して しま うか、

これ さえ身 につ けて お け ば、

ス トレス なん かち っ と も こわ くあ りませ ん。

DTS=(01792)な にわ の味 師24人

食 い倒 れ の町で 味一 筋 に生 き る名 匠 た ち の人柄 ・料 理 哲 学 か ら人 生 観 まで 。

DTS=(01800)ツ ル の 渡 る 日
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冬枯 れ の 出水平 野(鹿 児 島県)に 、

毎 年 訪 れ るツル た ち、

そ の数8000羽 あ ま り。

彼 らの生態 、

お お らかで 優美 な姿 を詳 さに描 きな が ら、

「渡 り」 の不 思議 に迫 る。

DTS=(01807)MACの 達人 一 紀 田＼&松田のFAX交 遊 録

深 遠 な るア ップル の精神 に魅 了 され た文 芸評 論家 と商社 マ ン。

知 の 開発 メデ ィア とも言 え るvッ クに彩 られ た彼 らふ た りの 日常 生活 を3年 間 に及 ぶFAX通 信 を通 して綴 る

紀 田&松 田 のマ ッキ ン トッシュ ・ワール ド。

DTS=(01809)ワ ー プ ロ通信 で 情報 通 に な る本一 は じめて の人で もら く ら くア クセ ス

本 書 はは じめて の人 が ワー プ ロ通 信 を行 な う前 に、

知 って お きた い基礎 知識 を平 易 に紹介 し、

NECのPC・VANを 例 に設定 方 法 な ど を誌 上で 体験 して い ただ く。

ま た、

各 種 ネ ッ トワー クの サー ビス内容 をは じめ、

具 体 的 な活用 事 例 を も広 範 に紹介 す る。

DTS=(01820)著 作 権 の ノ ウハ ウ

広 範 囲 に わた る著作 権 の問 題 点 を62問 に ま とめ、

わ か り易 く解 説 。

第3版 増 補で は昭 和63年 の著作 権 法改 正 に よる修正 を行 った ほか、

最 近 ・議 論 にな って い る 「新 しい創作 物 へ の対 応並 び に著 作 物 の新 しい利 用 形 態 へ の対 応 につ い て」 の章 を加

え、

さ らに内容 の充 実 をは か りま した。

DTS=(01831)2級 建 築士 試験 問 題 と解 説 〈平 成元 年 版〉

本書 は昭和60年 にお いて は全 国47都 道 府 県 が出現 され た問題 の うち、

非 常 に優 れて い る と考 え られ る問題 を各 科40題 ず つ選 び、

昭 和61年 ～63年 に お いて は出 題 され た全 問題 を収 録 し、

そ れ に解説 を加 え た もので す。

DTS=(01835)国 立国会図書館百科
わが国唯一の国立図書館である国立国会図書館は昭和23年 に設立された。

議会図書館 として、
また中央図書館としての機能を持ち、

文化財の蓄積 と利用を目的にすべての国内出版物を収集する納本図書館である。
本書は同館開館40周 年を記念して出版するもので、
その沿革 ・資料管理 ・各種利用法 ・所蔵資料の解題 ・国会サービス・支部図書館制度 ・納本制度等々羅網的に要

約 ・解説したものである。

DTS=(01839)新 版 電気工事関係法規集

本書は電気工事士を目指す方および電気工事の作業に従事する方が必ず知っておかれなければならない電気工
事士法ならびに電気工事業の業務の適正化に関する法律、
いわゆる電気工事二法を中心に関係法規を集録したものである。
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付録cr要 旨」部分の処理結果例

付録C 「要旨」部分の処理結果例

DTS=(B8900081)UNIXSystem5リ リー ス4.0ソ フ トウ ェ ァ デ ベ ロ ッパ コ ン フ ァ レ ン ス'88セ'ミ ナ ー テ キ ス ト

本 書 はSVR40の 発 表(a:に)(x:先 駆 け て)こ の シ ス テ ム の パ ワ フ ル な 機 能 と(x:使 い や す い)ユ ー ザ イ ン タ

フ ェ ー スOPENLOOKの 詳 細(。:を)(v:紹 介 し)SVR40発 表 と同 時(a:に)タ ・fム リ ー な リ リー ス

(o:を)可 能 に す る

。bj=ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー スOPENLOOKの 詳 細

obj=タ イ ム リー な リ リ ー ス

DTS=(B8900084)4訂 食 品成 分 表1989

この冊子(a:は)前 半(a:に)科 学 技 術庁 資源 調 査会編 四訂 日本食 品標 準 成分 表(o:を)収 め後 半(a:に)保 健 栄

養(a:に)関 す る諸 表(o:を)(v:収 めて い る)

obj=科 学 技 術庁 資 源 調査 会 編 四訂 日本 食 品標 準 成分 表

obj=関 す る諸表

DTS=(B8900092)水 理学2

2巻(a:は)広 範 な応用 面 を もつ 水 理学(a:が)将 来 さ らに分 化進 展す るこ とを念頭 にお き題 材 としてや や高 度

な ものを含 め重要 かつ 基本 的 テ ー マ(。:を)選 び最 新の知 識 とデ ータ(o:を)(x:取 り入 れ て)(v:解 説 して い る)

obj=将 来 さ らに分 化 進展 す る こ とを念頭 にお き題 材 としてや や高 度 な もの を含 め重 要 かつ基 本 的 テ ー

マ

。bj=選 び最 新 の知 識 とデ ー タ

DTS=(B8900237)い ま病 院 で 看護 って み た い

新 版1級 建 築士 受 験講 座(a:は)単(a:に)試 験 の正解(o:を)(x:理 解 す る)だ けで な く建 築(。:を)全 般 に わ

た って広 く学ぶ ため に試験 問 題 とな りやす い点(a:に)ウ ェイ ト(o:を)置 きその周 辺(a:に)関 して も幅広 く

(v:解 説 して い る)

obj=試 験 の正解

obj=だ けで な く建 築

obj=ウ ェノfト

DTS=(B8gOO378)解 析 学 の基 礎

す なわ ち常 微分方 程 式関 数 論 フー リエ解 析偏 微 分方 程 式 ベ ク トル解析(o:を)中 心 にそ の主 要部 分(o:を)丁 寧

(a:に)(v:解 説 して い る)

obj=す な わ ち常微 分 方程 式関 数論 フー リエ解 析 偏 微分 方程 式 ベ ク トル 解析

。bj=中 心 にその主 要 部 分

DTS=(B8900426)物 理 学 へ の招 待

本 書(a:は)文 科系 一般 教 育 向 き に書 かれ た テキ ス ト(a:で)(x:あ る)が 理 科 系学 生 の使 用 も考 慮 し物 理学 全般

の内容(。:を)体 系立 て て興 味 深 く(v:解 説 して い る)

obj=が 理 科系 学生 の使 用 も考 慮 し物 理 学全 般 の 内容

DTS=(B8900457)エSDN(サ ー-tfス総 合 デ ジタ ル通信 網)の 基 礎 を知 る事典

本 書(a:は)88年4月 にわ が国(a:で)実 用 サ ー ビス(a:が)開 始 され たISDNサ ー ビス総合 デ ジタル 通信

網 の基 礎知 識(o:を)豊 富 な図 版 をま じえて平 易(a:に)(v:解 説 した)事 典 型 式 の入 門書 で す

。bj=開 始 され たISDNサ ー ビス総 合 デ ジタル通 信 網 の基 礎知 識

DTS=(B8900469)現 場 で役 立 つ シー ケ ンス回路

この本(a:は)現 場 の技 術 者 管理 者(o:を)対 象(a:に)機 械 の加 工組 み 立 て ライ ンにお け る加 工忘 れ加 工 ミス

誤 組 み欠 品組 立 ミスな どを防 止 す る装 置 ポカ ヨケ とい うを作 るた めの シー ケ ンス回路 の基 礎 知 識 と具 体的 な応

用 例(o:を)多 数(v:紹 介 し)た 実 務書 で す

obj=現 場 の技 術 者 管理 者

。bj=機 械 の加工 組 み 立 て ラ・fンにお け る加 工忘 れ 加工 ミス誤 組 み欠 品組 立 ミスな ど を防 止 す る装 置 ボ

カ ヨケ とい うを作 る ため の シ ーケ ンス回 路 の基礎 知 識 と具体 的 な応用 例

DTS=(B8900478)MSX2+パ ワ フ ル 活 用 法

本 書 はMSX2の(x:拡 張 さ れ た)機 能(o:に つ い て)(v:解 説 す る)と と も に そ の 機 能(。:を)具 体 的(a:に)活

用 し た プ ログ ラ ム(o:を)(v:紹 介 し)て い ます

。bj=機 能

。bj=と と も に そ の 機 能

obj=活 用 した プ ロ グ ラ ム
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DTS=(B8900496)電 磁 気 学

前半(a:で は)電 磁 気 学(a:で)基 本 的(a:に)重 要 な静 電 場 静磁 場(。:に つ いて)豊 富 な図 解(o:を)用 いて丁

寧(a:に)(v:解 説 す る)

obj=重 要 な静 電場 静磁 場

。bj=豊 富 な図 解

DTS=(B8900623)一 般 教養 生 命 の科 学

本書 は こ うした現状 をふ まえ分 子 レベル や細 胞 レベ ル(。:を)中 心 と した現 代生 物学(。:を)(x:理 解 す る)の に
か かせ な い主要 な知 識 を わ か りやす く(v:解 説 した)も ので(x:あ る)

。bj=本 書 は こ う した現 状 をふ ま え分子 レベル や細 胞 レベ ル

。bj=中 心 とした現 代 生 物学

DTS=(B8900663)物 理学 最 前 線23

酸 化 物超 伝 導体(a:に)共 通(a:に)見 られ る結 晶 構造 の特 徴(o:を)平 易(a:に)(v:解 説 す る)と ともに これ

らの超伝 導 体 の 開発(a:に)携 わ る研究 現場 の 姿(。:を)生 々 しいエ ピソー ド(。:を)混 じえて紹 介 高温 超 伝 導

体 の結晶 構造

。bj=見 られ る結 晶 構 造 の特 徴

obj=携 わ る研 究 現 場 の姿

obj=生 々 しV・エ ピ ソー ド

DTS=(B8900819)男 をパ ワ ーア ップ させ る秘 薬秘 術 中国 四 千年 の歴史 が教 え る即効 の健 康強 精 法

手 軽(a:に)手 に入 る材 料(o:を)使 ったマ ル秘 漢方 処 方 と健 康 食(o:を)一 挙(a:に)(v:紹 介 し)昼 の気 力 と

夜 の 活力(。:を)取 り戻 す啓 示 の善男(。:を)鍛 え充実 の人 生(。:を)送 るた めの ノ ウハ ウ満 載

obj=手 に入 る材 料

obj=使 っ たマ ル秘 漢 方処 方 と健 康 食

obj=昼 の気 力 と夜 の活 力

obj=取 り戻す 啓 示 の善 男

。bj=鍛 え充実 の人 生

DTS=(B8901089)初 めて 学 ぶ 図 解 ッーパ ・fフォ ー工法

本書(a:は)枠 組壁 工 法教 材 研究 会(a:が)昭 和55年 度労 働 省主催 職 業 訓練教 材 コ ンクール(a:で)受 賞 した作

品 を もとに本 研 究会 の鈴 木 秀 三氏(o:を)中 心 とした執 筆 者(a:が)改 訂 増 補 した もので初 学 者(a:に)必 要 と

され るツーバ イ フォ ー工 法 の構 造 材 料施 工(a:に)関 す る知 識(o:を)系 統 的(a:に)(v:解 説 した)も ので(x:

あ る)

obj=受 賞 した作 品 を も とに本 研究 会 の鈴 木秀 三 氏

obj=関 す る知 識

DTS=(B8901121)図 解 建 築 法 規事 典1989年 版

新 しい建築 基 準 法 とそ の関 連法 規(o:を)敷 地道 路建 築物 の 高 さ構造 設 備工作 物(a:と い う)建 築 の実務(a:に)

即 したユ ニー クな分 類 法 に よ り再整 理 し最 新 の資料 とわ か りや す い図 版(o:を)豊 富(a:に)使 って具 体 的(a:

に)(v:解 説 した)法 規解 説 書 の決 定 版

obj=新 しい建 築基 準 法 とそ の関連 法規

obj=即 したユ ニー クな分 類 法 に よ り再 整理 し最 新 の資 料 とわ か りや す い図版

DTS=(B8901179)カ ロ リー計 算 な しで 確実 にやせ る コツ

この本で は この難 問(o:を)解 決す るた めの 画期 的 な方 法 を ご(v:紹 介 す る)こ とに しま した

obj=こ の本で は この難 問

DTS=(B8901223)機 械 材 料 学

本 シ リー ズ(a:は)大 学短 大 高 専 にお け る機 械 系譜 学科 の学生 のた め に基礎 的必 修的 な学 科 目の知識 と技 術(o:

を)体 系 的(a:に)習 得 して もら う こ とを 目的 と して図 表 をで き るだ け豊富(a:に)盛 り込 み 基礎 的 内容(o:を)

簡 潔平 易(a:に)(v:解 説 す る)編 集 方 針(a:で)企 画 されて い る

obj=大 学 短大 高 専 にお け る機 械 系諸 学 科 の学 生 の た め に基 礎 的必 修 的 な学科 目の知 識 と技 術

obj=盛 り込み 基 礎 的 内容

DTS=(B8901250)中 枢 神経 疾 患 の画像 診 断

本 書(a:は)中 枢神 経 の画 像 診 断 の初 心者 に これ らの多 岐 に わ た る画 像診 断(o:を)各 検査 法 ご とに その特 徴 を

わ か りやす く解説 し検 査 法 を どの よ うに選 択 し組 み立 てす す め るか を(v:解 説 した)入 門 書(a:で)(x:あ る)

obj=中 枢神 経 の画 像 診 断 の初 心者 に これ らの多 岐 にわ た る画像 診 断
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付録D処 理 フ'ログ ラム の概要

付録D処 理プログラムの概要

#!/bin/sh

#DPCダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソ ー ラ ス 評 価 用 シ ス テ ム

VSEL=vdb.sed

VERB=verb.sed

OBJC=obj.sed

ETCS=aux.sed

case$#in

1);;

*)echo1>&2"usage:procfile"

exit1;;

esac

cat$11

preprol

sed,s/[、 一_〇 一 一=]//9,l

sed-f$VSELl

sed-f$VERBl

tr,＼ ＼,,＼012,ltee/tmp/pll

egrep,^DTS=1＼(v:,l

sed-f$OBJCl

sed-f$ETCSltee/tlnp/p21

awk-F,),,/^DTS=/{printf(・ へnel);}

{print;

fo工1(i=1;i<=NF;i++){

if(split($i,a,tl(・1)〉=2)

if(jsubstr(a[2],1,2)==elo:1,)

printf(,へtobj='/,s＼n"sa[1]);

}}'l

awk'〔if(substr($0,1,4)=="DTS=")dts=$O;

else{if($0!=tt"&&dts!='"`){printdts;dts=''";}

print}},luniq
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－
v結 論

1ダ イ ナ ミック シ ソー ラス機 構

第IV章1の 「文 意解 析処 理 方式 」手 順 に よ り、 デー タベー ス処 理 手順(IV.2～IV.2.2.1)

として は下 図(図V.1)の ①② ③ ④通 り、質 問 文処 理手順(IV.2.3～IV.2.4.2)と して も下 図の

1234踊 り進 め、検 索処 理 手順 として ④の照 合(IV.2.5.1方 式1:質 問 文 、 デー タベー ス

と も 「文 意 解析 処 理 」 し、 同義語 辞書 で 語彙 拡充 して キー ワー ド作成)が 高 い適 合性能(質

問 文 とデー タベー スか ら自動 的 に重要 意味 語句 を抽 出 し、 ノイ ズ を排 除)を 発 揮 す る こ とを

確認 した。 また これ らの処 理手 順 が原理 的 に 自動実 行で き るこ とか ら、当 研究 で 目的 とした

ダ イナ ミッ ク ・シソー ラスの基本 的作 動 機構 を成 立 させ る こ とが 出来 た。

2検 索 シ ス テ ム と しての ダ イ ナ ミック ・シ ソー ラ ス

2.1検 索 手 順 の確 認 と評価(図V.2を 参照)

①(文 意解析処理)で 質問文の主題用語を的確 に自動捕捉で きるためには、質問者の願望 ・

質疑 を表現 した用言辞書の拡充お よび質問者の願望 ・質疑に該当す る用言が無い体言留 め文

体(箇 条書 きや表題文調)の 採集 など質問表現捕捉性能(網 羅 ・適合性)の 強化が必要である。

当実験では これが不十分なため、②1(主 題 向体言の自動抽出)で 既に②1b(願 望 ・質疑の用

言辞書 の不全 による漏れ)が 生 じて いる。

②(重 要文 ・語句の抽出)で の処理 としては ②1aだ けでな く、本来は ②2(用 言動態 の分

類 による体言の 自動仕分 け)が 更 に重要で あ り、

言葉の意味 を電算 システム として把握す る手順の中核である。用言動態の分類 とは石川方

式で 「単位構文処理(動 詞の意味に注 目した文意解析処理)」 と称 し、いわゆる 日本語文法で

「コ トの類型」をさし、動詞を相(Aspect)、 時制(Tense)、 態(Modality,Voice)、 法(Mood)、

活用(Conjugation)お よび結合 し得 る助詞で分類 し、連結す る名詞や文の意味を限定 ・特定

す る方法 として構築 された記号体系であ る。 だが今回の研究で はこの一部 を ②1と して活
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3デ ー タ ベ ー ス と し て の ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソ ー ラ ス

用で きる可能性の確認 に留めたため、②1で 抽出された文 ・句 に含 まれ る自立語 は無作為 に

検索用語 として採用す るので、 ②2b(ノ イズ)を 検索用語編成段階で発生 させてい る。 よっ

て投入 され る検索用語 ③には③2(ノ イズ)が 既 に混入 してお り、②1bが 原因で ③3(漏 れ)

も出ている。従 って これ らの検索用語 を統制用語辞書で拡充す る とノイズも少 しばか り増幅

され る。 とは言 え、原則 として、当検索方法 により自然語質問文によるノイズの少 ないデー

タベース検索が可能で あることを確認 した。

2.2今 後 の課 題

1)主 題向 き体言 をよ り網羅的 に抽出で きるよ うにす るために、願望 ・質疑 を表 わす用言

の辞書を充実 させ る。

2)抽 出され た用言を更 に解析 して、ノイズを発生す る語句 を除去 し、 また接続詞や接続

助詞 から論理演算が必要な語句 の組み合わせ も判定で きるよ うにす る必要 がある。

3)文 意解析処理 されてS式 に展開 された質問文 を願望 ・質疑 ・意図の部分、主題部分、

および不要部分 に分解 したリス トとして電子 ファイル してお き、願望 ・質疑 の用言辞

書の更新 と主題部分の今後 の組織化 ・構造化研究(用 言 シソーラスや項 目自動付与 な

ど)に 備 える。

3デ ー タ ベ ー ス と して の ダ イ ナ ミック ・シ ソ ー ラ ス

3.1ダ イナ ミック ・シ ソー ラス搭載 デー タベ ー ス構 築 の構想

基本的 に、当データベース構築の手順 は検索質問処理 と同じで、処理対象が質問文か ら記

事の文章に代 わ り、捕捉対象用言が 「筆者の意図 ・見解 ・願望 ・抱負など」 となる。

だが ここで は用言系の シソー ラスが本格構築 され、従来 の体言系 シソーラス と連動 した

システムとの自然語 による自在な対話 と正確 なデータベース検索が可能 となる。(図V.3を

参照)

当然、自動索 引付与が作動す るし、更 には自動文意把握 によるシステム上の論理化 ・組織

化 ・構造化が発達するので用言系のシソーラスの充実 に付随 して体言系のシソーラスの自動

更新 も可能 となろう。
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4ト ー タ ル シ ス テ ム と して の ダ イ ナ ミック ・シ ソー ラ ス

図V.3を 参照 の通 り、検索側 もデータベース側 も本当の意図が均質 に照合 し合 い、認知 し

合 うので、データベース制作作業 と制作 内容 が画期的に変貌 し、また検索 と言 うよりもシス

テム との気楽 な対話が実現 し、従来のデータベース構築作業 と検索 システム運用上の諸問題

は払拭 され ることが出来 よう。

運転 と更新 も双方か ら随時 自動的 に行なわれてダイナ ミック ・シソーラス ・エ ンジンが成

立 し、例外的な処理不能 リス トだけを専門家が検討 して通常処理へ組み入れてい くこととな

ろ う。

5今 後の展望 と抱負

上記の見通 しを持つダイナ ミック ・シソーラスは人間の記憶 ・思考 ・創作活動をその代読 ・

記憶 ・整理の面で支援 ・誘導 し、人間の知的活動を保全 ・強化す るマイ ン ドツールの基本技

術 ともなれ る可能性があ る。

よって当研究 を筆者の意図 と質問者 の願望 の用言の実用的整備、及び用 言 シソーラス試作

の面か ら更に深め、 この構想 を更 に現実化 したい。
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5今 後の展望 と抱負

現 行書 誌デ ー タベ ー ス検索 システ ムー
(語 句 照 合)(関 係 ・構 造化)

書誌 系 デー タベ ー スー
フリーテキスト 統$‖索弓[

一

ダ イ ナ ミ ッ ク ・

シ ソ ー ラ ス 構 築

記 の 文章体 昔 系語 句

近接演算

文意解析

(動詞意味

分類体系

に基づ く)

① ②
、

1～

フ ァ セ ッ ト 論 理 演 算

分 類 ・体 系

(シソーラス)

構 文(

文 脈)

「

統 制用 語

(NICEの ④

同義

③

重要 語 句
1

②

重要 文 ・

語 句 の抽 出

'

〔

'③
文脈)解 析

・句 区分(

パー シング)

と形態素(

品詞)解 析

足(照 合)__舶 来の意味の分類体系化}・よる

体 言系 の 意 味の適 正 ・重 要度 の 自動判 定

　　}　～
図V.1:ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソ ー ラ ス の 機 構
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㌔

(ダ イ ナ ミ ッ ク ・

シ ソ ー ラ ス 構 築)

記事の文章体言系語句

フ ァ セ ッ ト

分類

体系(シ ソ
一 ラ ス)

統制用語集

①② ③ (同 義語 と

' 下位語の 照

辞書)で
断金

語彙 を拡充

(NICE

を活 用) ン

・舗

④ 夕:

モ レ②

..③ ノイズ②錨

/モ ③2 ,,,.♂ ②2a

.・ン

ノイズ/言 動 態

.・ピ ③1定 に よ

.・・ ⑤ 募璽藷㌶ ㌶

/麗.

恒 疑相当の
②2d淵 言辞 書の

i不全 によ る

i漏れ②1、

匿
問文 中の

望 ・質疑

当用 言 の

1別 に よ り

題 向体言

①

用言系の

文意解析

(動詞意味

類体系に

つ く)

検 索結 果

(漏 れ ・ノ

り

L当 研究での検索剛

一 ー 一

検索システムとしてのダイナミック・シソーラス

図V.2:当 実 験 段 階で の ダイ ナ ミック ・シ ソー ラス に よ る検 索 システ ム
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5今 後の展望 と抱負

ダ イ ナ ミ ッ ク ・ シ ソ ー ラ ス 搭 載

デ ー タ ベ ー ス

載搭ス

ム
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構
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(ダ イ ナ ミ ッ ク ・

シ ソ ー ラ ス 構 築)

記事の文章

② ③

言系語句

フ ァ セ ッ ト

類

系(シ ソ

ー ラ ス)

制用 語集

(同 義 語 と

上位 語の
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(NICE

を活 用)

⑤

言系語句 システ ム辞 書 iA工/

鷺㌶
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シ ソー ラス

主題 の

態 をS式

記(同 義
';罐 二

④/・'二

る ため の

i用言 辞書!

.…プ ③

問 文 か ら

J・♂'②2

言 動 態 の

定 に よ り

言 を 修 飾

②1

問文 中 の

望 ・質疑

当用 言 の

]別 に よ り
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DB制 作ぎ

㌶㌢
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用言系の

文意解析

(動 詞意

類体系に

つ く)

索

隠

横薙
票

、
戴 L－

検 索 シ ス テ ム と し て の ダ イ ナ ミ ッ ク ・ シ ソ ー ラ ス

図V.3:デ ー タ ベ ー ス と し て の ダ イ ナ ミ ッ ク ・ シ ソ ー ラ ス の 概 念 図
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